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機能の概要
リスク影響度設定の UI への移動
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機能の概要
新機能: リスク影響度設定の UI への移動

お客様の課題

ソリューション領域

SAP Ariba でこの課題に対応

実装に関する情報

実現される主なメリット

前提条件および制限事項

実装の難易度

関連する地域

ロータッチ/容易

グローバル

SAP Ariba Supplier Risk この機能を有効にするには、貴社の指定のサポート担当
(DSC) に連絡してサービスリクエスト (SR) を提出してくださ
い。

この機能を使用するには、SAP Ariba Supplier Risk のライ
センスが必要です。

すでにリスク設定ワークブックを使用してリスク影響度の
設定を行っている場合は、新しいユーザーインターフェイ
スを使用してカスタム設定を完了する必要があります。
以前にカスタマイズしたリスク影響度設定の移行は、お客
様の責任において行ってください。

現在のリスク設定プロセスでは、サプライヤリスクマネー
ジャが、MS Excel 形式のリスク設定ワークブックをダウ
ンロードし、リスク設定を調整して保存してから、リスク
ワークブックの設定をエクスポートし、それぞれのサイト
に変更をインポートするという処理を手作業で行う必要
があります。また、それぞれが行った変更を追跡し、各リ
スク設定のバージョンを保存する必要がありますが、変
更者や変更内容を把握できない状態になっております。

現在、リスク設定ワークブックのスプレッドシートは、サプラ
イヤリスク管理ユーザーインターフェイスに統合されていま
す。サプライヤリスクユーザーは、[ユーザー設定] → [サプ
ライヤリスク管理] → [リスク影響度の設定] で管理ユー
ザーインターフェイスを使用してリスク設定にアクセスしま
す。

すべてのユーザーが、有効なバージョンの設定を表示して
確認できるようになります。

リスク影響度の変更と変更の有効化を行う権限が付与され
るのは、サプライヤリスクマネージャのみとなります。

特定のサプライヤに対してカスタムフィールドを適用する場
合は、引き続き、それらのフィールドを対応するサプライヤ
プロファイルに割り当てるインポートファイルを作成する必
要があります。

リスク設定がユーザーインターフェイスに統合され、スプ
レッドシートでのオフライン作業が不要になりました。これ
によって時間を節約することができ、複雑さが軽減されま
す。設定の変更の追跡、バージョンの保存、変更を行った
ユーザーと変更内容の確認が可能になり、プロセスの可
視性が向上します。
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詳細な機能情報

リスク設定ワークブックの従来の機能は、すべてオンライン上の管理
ユーザーインターフェイスに移動されています。 これにより、変更や
バージョンの手動での追跡が不要となり、リスク影響度設定を簡単
に設定できるようになります。

リスク影響度設定は今後、[ユーザー設定] → [サプライヤリスク管
理] → [リスク影響度の設定] で行います。

サプライヤリスクマネージャは、新しいドラフトの作成と、既存のドラ
フトの確認/削除/編集を行うことができます。

サプライヤリスクユーザーは、最新バージョンのリスク影響度設定を
確認することができます。

リスク影響度設定のランディングページには、設定履歴の一覧が表
示されます。また、ここから、通常のスコアの設定で始まるリスク影
響度設定のドラフトバージョンにアクセスすることもできます。

サプライヤリスクマネージャは、リスク影響度をオンラインで調整し、
ドラフトバージョンを保存したり最終バージョンを有効化したりするこ
とにより、それぞれのリスク選好度に合わせてリスク影響度をカスタ
マイズすることができます。

各バージョンを同時に編集できるのは 1 人のサプライヤリスクマ
ネージャのみとなります。ただし、複数のユーザーが同時に設定を
表示できます。
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リスク影響度に寄与する領域は、それぞれ
個別のタブで表示されます。

ユーザーは、リスク影響度に寄与するデータ
ソースを選択します。

各データソースについてまとめた詳細が提供
されます。

説明はオンラインで提供され、簡単にアクセ
スできます。

リスク影響度に適切に対応し
ていない要件が強調表示され
ます。

ユーザーは、カテゴリ加重
を簡単に調整することがで
きます。
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ユーザーは、情報目的で、リスクインシ
デントとそれに対応するリスクカテゴリ
を参照することができます。

リスク影響度に寄与するフィールドを、簡単に設定すること
ができます。

通常設定のソースや認可プロバイダからの標準フィールド
に対する加重を変更することができます。

カスタムフィールドを追加して、加重およびリスクカテゴリを
割り当てることができます。

各データソースをまとめた詳細が表示されます。


